
 

令 和 ５ 年 ４ 月 2 1 日  

山形県農業労働力確保対策実施協議会 

 

 

報 道 機 関 各 位 

 

 

「令和５年度第１回山形県農業労働力確保対策ワーキングチーム会議」 

の開催について 

 

 

 山形県では、農繁期の労働力確保に向けた各種取組みを、山形県農業労働力確保対策実

施協議会及び各ワーキングチームを中心に関係機関・団体等が連携して実施しています。 

このたび、令和５年度の事業計画を共有、検討し、「オール山形」の体制で取組みを推

進していくため、標記会議を下記のとおり開催します。 

つきましては、ぜひ取材してくださるようよろしくお願いします。 

 

 

記 

 

１ 日  時  令和５年４月２６日（水） １３：３０～１５：００  
 

２ 会  場  一般社団法人山形県測量設計業協会 ２階会議室 

   （山形市あさひ町 23-69 電話：023-632-6292） 

  

３ 内  容  

（１）令和５年度事業計画の共有及び検討について 

（２）その他 

 

４ そ の 他   

・令和５年度の推進体制及び取組内容については、別紙をご覧ください。 

 

プレスリリース 

【問い合わせ先】 

 山形県農業労働力確保対策実施協議会 

（事務局 農業経営・所得向上推進課） 

  課長補佐 後藤 克典 

 電話 ０２３－６３０－２２８６ 

 報道監 農林水産部次長 齋藤 邦仁 



山形県農業労働力確保対策実施協議会の推進体制及び取組内容について（令和５年度）

○協議会等の体制の見直しにより地域の要望を広く取り入れつつ、品目を限定しない農作業全般に関する労働力確保の取組みを展開
○ 様々な手法で幅広く実施してきた取組みの成果と課題を検証し、より実効性のある取組みを重点的に実施

取組みの展開方向 具体的な取組内容

①労働力のあっせん力の強化

・JA無料職業紹介所、シルバー人材セ
ンター、ハローワーク等における
マッチングを推進

Ⅰ JA無料職業紹介所における取組みの強化

○ 設置JAの拡大に向けた働きかけ、マッチングの強化

○ 無料職業紹介所のPR （求人webサイトの運営、各メディアを活用した広告等）

○ 複数産地のＪＡが連携した労働力確保の推進

Ⅱ シルバー人材センターやハローワーク等での就業の促進

○ シルバー人材センター等との連携による収穫・管理作業研修会の開催

②潜在労働力の掘り起こし

・やまがた農業ぷちワークの普及推進

・誰もが働きやすい労働環境の実現に
向けた理解促進

Ⅰ やまがた農業ぷちワークの推進

○ １日農業バイトアプリ「daywork」の普及・啓発

Ⅱ 多様な人材の活躍に向けた体制整備、理解促進

○ 作業ガイドブックや動画を活用した、働き手の作業内容への理解促進

○ 農作業のマニュアル化による作業内容の標準化

○ 誰もが働きやすい環境整備や適切な労務管理に関する農業者向け研修会等の開催

○ 援農ボランティアの円滑な受入れのための体制づくりの検討

○ 外国人の受入れ・活用に関する政府の動向等の情報収集

○ 農繁期における短期的な労働力の確保に向けた独自の支援策の展開

③他産地・他産業との連携の
充実・強化

・県内外の他産業との連携

○ 多様な人材を呼び込み労働力確保・関係人口創出につなげる「農作業受委託モデル事業」
の展開

○ 産地サポーター企業の拡大と、取組内容の充実に向けた働きかけ

○ 企業の働き方改革や副業等の推進に向けた働きかけ

○ 中山間地での特定地域づくり事業協同組合制度を利用した労働力派遣の検討

④農福連携の推進

・農福連携への理解促進、マッチング
の推進

○ 「農福連携プロジェクトチーム」等による農福連携の推進

○ 「山形県農福連携推進センター」による農業者等と障がい者施設のマッチング

○ 障がい者施設等における農作業への理解促進

○ 農福連携の普及・啓発

⑤労働力不足の補完に向けた
取組み

・高齢化や大規模経営に対応するため
の省力化、軽労化、低コスト化等の
推進

○ 省力化技術の研究開発・実証、スマート農業技術の導入・普及

○ 園芸品目の省力化・軽労化に向けた新型樹形や仕立て法、整枝法の開発、導入
（さくらんぼ、西洋なし、りんご、すいか）

○ さくらんぼの大玉品種の導入

○ 選果施設の整備や機能強化による出荷の省力化

○ 規模拡大に向けた省力機械の実証・導入（えだまめ、にら、ねぎ、アスパラガス、すいか）
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山 形 県 農 業 労 働 力
確 保 対 策 実 施 協 議 会

〈 目 的 〉

労働力不足の解消に向けた多様な人材を確保

していくための取組みのオール山形での推進

〈 構成員 〉
○農業団体：ＪＡ山形中央会、ＪＡ全農山形、農業会
議、やまがた農業支援センター

○農業者団体：農業法人協会、地域営農法人協議
会、認定農業者協議会

○関係団体：シルバー人材センター連合会
○行政機関：山形労働局、山形県市長会、山形県
町村会、山形県（農林水産部、健康福祉部、産業
労働部、各総合支庁）

〈 オ ブザーバー 〉
○各市町村

農 業 労 働 力 確 保 対 策
ワ ー キ ン グ チ ー ム

〈 目 的 〉

農作業全般における農業労働力確保に関す

る取組みの推進

〈 構成員 〉
○農業団体：ＪＡ山形中央会、ＪＡ全農山形、農業会
議、やまがた農業支援センター
○農業者団体：農業法人協会、地域営農法人協議
会、認定農業者協議会
○関係団体：やまがた育児サークルランド、シル
バー人材センター連合会
○行政機関：山形労働局、山形県（健康福祉部、
各総合支庁、農林水産部） 等
〈 オ ブザーバー 〉
○各市町村

さ く ら ん ぼ 労 働 力 確 保 対 策
ワ ー キ ン グ チ ー ム

〈 目 的 〉

特に労働力不足が顕著なさくらんぼの収穫

時期等における安定した労働力の確保

〈 構成員 〉

○農業団体：ＪＡ山形中央会、ＪＡ全農山形、ＪＡ（主
な産地）
○関係団体：シルバー人材センター連合会、食品
産業協議会
○行政機関：山形労働局、県内市町村（主な産
地）、生産者（代表）、山形県（村山総合支庁、置
賜総合支庁、農林大学校、農林水産部） 等
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